
























































































一九八一年） 、清水亮「初期鎌倉幕府の九州支配における没官領地頭の意義─九州における天野氏の地頭職獲得過程─」 （ 『ヒストリア』第一七五号、二〇〇一年）に整理されている。



































































































































































































































の和田義盛発給文書の出現（髙橋秀樹氏執筆） 」 （ 『新横須賀市史』資料編
　
古代・中世Ⅰ、二〇〇四年） 。











































































































































































































「鎌倉時代の天野氏について」 （鎌倉遺文研究会編『鎌倉時代の社会と文化』東京堂出版、一九九九年）を参照。なお、藤原経房が少年期に統子内親王 （上西門院） に仕えていた源頼朝の上司であったこ や若年の頃から北条時政と知己の間柄であったことは、拙稿「北条時政の上洛」 （京都女子大学宗教・文化研究所『研究紀要』第二五号、二〇一二年）でも指摘したところである。

























































































































































































































































二〇〇〇年） 、同「中世宇都宮氏の成立と展開─下野 豊前・伊予の三流の関係を探る」 （同編著『中世宇都宮氏の世界』彩流社、二〇一三年） 、則松弘明「豊前宇都宮氏の成立と展開」 （同）などを参照。
（３


















































































































の後、 親能は豊後国に大野庄、 日向国では島津庄寄郡桕杵郡新名五十丁 ・ 児湯郡新納院百二十丁 ・ 同郡調殿十六丁 ・





















































































































































‌‌ ）上杉和彦『大江広元』 （吉川弘文館、二〇〇五年） 。
（４




































































統治に対する抵抗と挫折」 （同、初出一九六九年） ・同「筑後国三瀦庄の成立と終焉」 （同 初出一九八四年） 。
（
10‌ ）菊池紳一氏は「遠景は頼朝の命令を忠実に実現すべき立場にあったのであり、 それができなくなった時解任されたのである」（ 「鎌倉時代の天野氏について」 ）と述べておられる。
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‌ ）西村隆「平氏「家人」表─平氏家人研究への基礎作業─」 （ 『日本史論叢』第一〇号、一九八三年） 、今野慶信「治承四年源頼朝武蔵入国の経過について」 （ 『北区史研究』第五号、一九九六年） 。






















宰権帥藤原経房の支配下に置かれると、 以前から経房と深い関係 有していたと思われる天野遠景が鎮西奉行と っ
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43
た。しかし、 遠景は頼朝に叛した義経に与同した勢力を追討することを当面の任務として目的に下向したこともあって武断的な統治を進めたため、鎮西に所領を有する諸権門や在地武士たちの抵抗を受け、経房の権帥退任と並行する形で更迭され、かわって中原親能や武藤資頼らが鎮西統治の担い手として登用されることとなる。島津庄の惣地頭に補された惟宗忠久も含め 彼らに共通するのは、東国生え抜きの ではなく、もとも 京都を本拠として貴族社会に基盤を持ち 吏僚的な職務を執行 うる能力を有する存在であったということであろう。　
大
宰権帥となった藤原経房が頼朝との所縁を前提にして気脈を通じ、また伊豆の国守の経歴をもつことから北条

























































































また、平頼盛の家人であり、頼朝の挙兵成功に何らかの関わりを持つ可能性があることについては拙稿「 「北条時政の上洛」 （京都女子大学宗教・文化研究所『研究紀要』第二五号、二〇一二年） 参照されたい。そして、彼が後白河院の北面に祗候していたことは、小松茂美氏の紹介された「後白河院北面歴名」から知ることが出来る（同氏「右兵衛尉平朝臣重康はいた─「後白河院北面歴名」の出現─」古筆学研 水茎』第六号、一九八九年） 。
（４
‌‌ ）























































































































































































































































































に祗候する立場にあったことを反映し おり、内乱期に各地で進められ 鎌倉勢力 よる軍政下、こう たケースが頻発したであろうことを予想させる。一方、前者は北条時政が天野遠景以上に藤原経房と深い関係を有し、しかも時政が遠景に指示 与えうる立場にあったことを物語る事実であり、鎌倉政権下におけ 時政の評価を考える上でも興味深い。なお、梶原氏と徳大寺家の関係については、拙稿「東国武士と中央権力─ 成立史研究の一視点─」 （拙著『中世東国武士団の研究』 ） 、北条時政と藤原経房の関係については、同「北条時政の上洛」 ）を参照されたい。
（３
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〈
キーワード〉
　　
治
承・寿永内乱
　　
鎮西奉行
　　
東国御家人
　　
大宰府
